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今月のみどころ
・峡南北部医療連携について
・平成 23年度の決算報告
・ 道の駅“富士川”の詳細が決
まりました

【くらしのカレンダー】
・町営住宅入居者募集
・ ふじかわカップ小中学生将棋
大会開催のお知らせ

親子でモンキー・ラッキー★ウッキッキー !! （10月 13日　保育所連合運動会）



　
富
士
川
町
で
は
、
地
区
懇
談
会
や

議
会
の
特
別
委
員
会
の
結
果
を
受

け
、
県
の
地
域
医
療
再
生
計
画
を
受

け
入
れ
る
こ
と
が
表
明
さ
れ
ま
し

た
。

　
市
川
三
郷
町
に
お
い
て
も
富
士
川

町
と
同
様
に
、
特
別
委
員
会
の
結
果

を
受
け
、
県
の
計
画
を
受
け
入
れ
る

こ
と
・
経
営
形
態
に
つ
い
て
は
※
経

営
統
合
と
す
る
こ
と
が
表
明
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
部
会
で
は
、
峡
南

北
部
地
域
の
医
療
連
携
に
つ
い
て
、

山
梨
県
が
示
し
た
計
画
を
了
承
す
る

こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
地
域
医
療
再
生
計

画
は
11
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
峡
南

地
域
医
療
連
携
協
議
会
に
お
い
て
決

定
さ
れ
る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。

　
県
に
お
い
て
は
、
平
成
25
年
度
地

域
医
療
再
生
に
係
る
予
算
を
計
上
し

て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

※
経
営
統
合

　

 

両
町
が
共
同
で
設
置
す
る
一
部
事

務
組
合
ま
た
は
地
方
独
立
行
政
法

人
の
下
で
の
2
病
院
の
経
営
を
統

合

　
峡
南
地
域
の
よ
う
に
、
医
師
な
ど

の
医
療
資
源
が
乏
し
い
地
域
に
お
い

て
、
救
急
医
療
な
ど
を
維
持
・
確
保

し
て
い
く
た
め
に
は
、
個
々
の
病
院

が
必
要
な
医
療
を
整
備
す
る
自
己
完

結
型
医
療
で
は
な
く
、
地
域
を
面
と

し
て
捉
え
、
医
療
連
携
を
進
め
る
こ

と
に
よ
り
、
急
性
期
か
ら
慢
性
期
、

在
宅
医
療
に
至
る
ま
で
、
地
域
全
体

で
切
れ
目
な
く
必
要
な
医
療
が
提
供

で
き
る
地
域
完
結
型
医
療
を
推
進
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
地
域
医
療
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
は
、
地
域
の
病
院
に
医

師
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ

の
た
め
に
は
、
地
域
の
中
に
、
高
度

で
多
様
な
症
例
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
る
魅
力
あ
る
医
療
機
関
を
創
出
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

10
月
15
日
、
市
川
三
郷
町
役
場
1
階
会
議
室
に
お
い
て
、
第
5
回
北
部
地
域
医
療

連
携
部
会
（
構
成
員
＝
富
士
川
町
長
、
市
川
三
郷
町
長
、
3
病
院
長
、
地
域
の
医
師

会
長
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
部
会
で
は
、
峡
南
北
部
地
域
の
医
療
連
携
に
つ
い
て

山
梨
県
が
示
し
た
計
画
を
了
承
し
、
こ
れ
に
よ
り
、
町
は
鰍
沢
病
院
を
取
得
し
、
市

川
三
郷
町
と
共
に
2
病
院
の
経
営
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

峡
南
北
部
医
療
連
携
を
両
町
が
合
意

峡
南
北
部
医
療
連
携
を
両
町
が
合
意

鰍
沢
病
院
を
取
得
し
、
市
川
三
郷
町
立
病
院
と
一
体
経
営
化

地域完結型医療のイメージ

医
療
連
携
の
必
要
性
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「
地
域
完
結
型
医
療
」
の
実
現
を

達
成
す
る
た
め
、
次
の
6
つ
の
基
本

目
標
を
定
め
る
こ
と
と
す
る
。

6
つ
の
基
本
目
標

① 

地
域
の
救
急
患
者
の
受
け
入
れ
を

断
ら
な
い
。

　

 　
こ
の
地
域
で
最
も
医
療
提
供
体

制
の
弱
い
救
急
体
制
を
強
化
し
、

原
則
と
し
て
救
急
受
入
要
請
を
断

ら
な
い
体
制
を
構
築
す
る
。

② 

地
域
内
で
あ
る
程
度
、
高
度
で
専

門
的
な
医
療
が
受
け
ら
れ
る
。

　

 　
あ
る
程
度
、
難
度
の
高
い
手
術

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

③ 

災
害
時
に
も
継
続
し
て
医
療
が
提

供
で
き
る
。

　

 　
東
海
地
震
な
ど
、
大
き
な
災
害

に
見
舞
わ
れ
た
場
合
で
も
、
継
続

し
て
医
療
が
提
供
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

④ 

よ
く
あ
る
病
気
の
治
療
（
外
来
・

入
院
治
療
）
が
安
心
し
て
受
け
ら

れ
る
。

　

 　
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
生
活
習

慣
病
を
は
じ
め
と
し
た
一
般
的
な

診
療
に
お
い
て
、
高
頻
度
に
見
ら

れ
る
疾
病
へ
の
対
応
が
的
確
に
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

⑤ 

希
望
に
応
じ
て
病
院
で
看
取
り
が

受
け
ら
れ
る
。

　

 　

高
齢
化
の
進
行
が
進
む
中
で
、

住
民
の
希
望
に
応
じ
て
病
院
で

看
取
り
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
。

⑥ 
在
宅
医
療
・
へ
き
地
医
療
に
対
す

る
支
援
が
受
け
ら
れ
る
。

　

 　
高
齢
化
及
び
過
疎
化
の
進
行
に

対
応
し
て
、
在
宅
で
も
へ
き
地
で

も
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
。

　

 

救
急
医
療
や
高
度
・
専
門
的
な
医
療
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
災
害
医
療
な
ど

の
面
で
峡
南
地
域
全
域
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
も
併
せ
持
つ
病
院

　
 

日
常
的
で
広
範
囲
な
医
療
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
初
期
診
療
に
お
け
る

患
者
の
包
括
的
な
受
け
入
れ
や
※
ト
リ
ア
ー
ジ
を
行
う
な
ど
、
総
合
診
療

体
制
を
敷
く
病
院

　
※
ト
リ
ア
ー
ジ

　
　
傷
病
者
を
優
先
順
位
を
つ
け
て
治
療

　

 

在
宅
医
療
を
中
心
に
地
域
に
密
着
し
た
医
療
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
介

護
施
設
や
福
祉
人
材
と
連
携
し
た
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
病

院

今
後
の
予
定
に
つ
い
て

　
今
後
は
、
富
士
川
町
と
市
川
三
郷

町
に
お
い
て
、
2
病
院
の
一
体
的
経

営
に
向
け
た
協
定
の
締
結
を
行
い
、

そ
の
後
、
病
院
の
運
営
に
つ
い
て
の

協
議
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
協
定
締
結
後
に
は
、
町
が

国
に
対
し
社
会
保
険
鰍
沢
病
院
の
譲

渡
要
望
を
行
い
、
価
格
等
の
交
渉
を

開
始
し
ま
す
。

社
会
保
険
鰍
沢
病
院

基
幹
診
療
型
病
院

←

市
川
三
郷
町
立
病
院

総
合
診
療
型
病
院

←

峡　

南　

病　

院

ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
型
病
院

←

第 5回北部地域医療連携部会

医
療
連
携
の
基
本
目
標

各
病
院
の
役
割
分
担

社会保険　鰍沢病院

市川三郷町立病院

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

 

企
画
課
病
院
設
置
検
討
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

　
☎
22
│
7
2
1
6
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町のために使ったお金
　
平
成
23
年
度
の
決
算
報
告
を
い
た
し
ま
す
。
町
の
皆
さ
ま
に
納
め
て
い
た
だ
い
た

町
税
や
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
、
国
・
県
の
補
助
金
な
ど
が
、
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
て
い
た
の
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
78
億
3
，3
3
0
万
9
千
円
、
歳
出
が

76
億
4
，7
8
4
万
1
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
23
年
度
は
普
通
建
設
事
業
費
等

の
減
少
に
よ
り
、
歳
出
に
お
い
て
は
、
前
年
度
決
算
と
比
べ
2
・
9
％
減
と
な
り
、

経
済
情
勢
が
厳
し
い
状
況
の
中
、
緊
縮
型
の
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、国
民
健
康
保
険
な
ど
15
特
別
会
計
は
総
額
で
歳
入
57
億
6
，8
9
1
万
7
千

円
、
歳
出
56
億
1
，9
5
9
万
9
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

平成 23年度　特別会計・企業会計決算
国 民 健 康
保 険 会 計

歳入 17億 5,186 万 4千円
歳出 17億 3,430 万 8千円

老 人 保 健
会 計

歳入 1,776 万 7千円
歳出 1,776 万 7千円

後期高齢者
医 療 会 計

歳入 3億 3,343 万 6千円
歳出 3億 2,887 万円

介 護 保 険
会 計

歳入 　18億 1,181 万円
歳出 17億 7,426 万 1千円

介 護 サ ー
ビ ス 会 計

歳入 9,926 万 5千円
歳出 9,043 万 9千円

奨学金会計
歳入 358 万 5千円
歳出 200 万円

簡 易 水 道
会 計

歳入 1億 4,101 万 8千円
歳出 1億 2,749 万 3千円

下水道事業
会 計

歳入 13億 8,084 万 2千円
歳出 13億 3,898 万円

営 農 飲 雑
用 水 会 計

歳入 647 万 2千円
歳出 530 万 8千円

箱原農業集
落排水会計

歳入 1,573 万 4千円
歳出 1,490 万 6千円

鹿島財産区
会 計

歳入 49千円
歳出 0円

カラマツオ
財産区会計

歳入 56万円
歳出 47万 4千円

活性化事業
会 計

歳入 2億 434 万 1千円
歳出 1億 8,289 万 8千円

こ と ば の
教 室 会 計

歳入 120 万 2千円
歳出 103 万 6千円

充指導主事
会 計

歳入 97万 2千円
歳出 85万 9千円

水道事業会計
◆収益的
　収入

1億 6,871 万 8千円
　支出

1億 5,725 万 4千円
◆資本的
　収入

2,543 万 1千円
　支出

1億 1,537 万 5千円

　決算とは、町の実際の収支をまとめた「実績」にあた
ります。
　平成 23年度にみなさんに納めていただいた税金や、
国・県などから町に入ったお金がいくらで、どのように
使われたかをお知らせします。
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国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税

は
、
前
年
度
に
比
べ
増
加
し
ま
し
た

が
、
長
引
く
景
気
低
迷
の
影
響
に
よ

る
税
収
、
各
種
交
付
金
の
減
な
ど
に

よ
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
下
で
の
予

算
執
行
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
よ

り
一
層
の
経
費
節
減
、
効
率
的
な
事

業
執
行
に
努
め
、
健
全
な
財
政
運
営

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
は
、

町
税
15
億
8
，9
7
9
万
円
（
構

成
比
20
・
3
％
）、
地
方
交
付
税

32
億
6
7
0
1
万
5
千
円
（
構
成
比

41
・
7
％
）、
国
庫
支
出
金
7
億
1
，

9
2
9
万
円
（
構
成
比
9
・
2
％
）、

町
債
7
億
1
，6
8
0
万
円
（
構
成

比
9
・
1
％
）、
県
支
出
金
4
億
6
，

6
8
0
万
7
千
円
（
構
成
比
6
・

0
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
主
財
源
・
依
存
財
源
で
分
類
す

る
と
、
町
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る

財
源
（
町
税
、
財
産
収
入
な
ど
）
で

あ
る
自
主
財
源
が
約
30
％
、
国
や
県

な
ど
か
ら
の
財
源
で
あ
る
依
存
財

源
（
交
付
税
、
交
付
金
な
ど
）
が
約

70
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
は
、

民
生
費
22
億
1
2
0
万
円
（
構
成

比
28
・
8
％
）、
土
木
費
10
億
1
，

7
9
3
万
1
千
円
（
構
成
比
13
・

3
％
）、
公
債
費
9
億
7
，5
5
4

万
8
千
円
（
構
成
比
12
・
8
％
）、

総
務
費
9
億
3
，2
5
1
万
9
千
円

（
構
成
比
12
・
2
％
）、
教
育
費
7

億
2
0
4
万
4
千
円
（
構
成
比
9
・

2
％
）
で
す
。

町のために使ったお金

公債費　5万9,199円
借入金の元金や利子の
支払いに必要な費用

土木費
6万1,771円

道路、河川、都市
計画などの費用

民生費
13万3,576円
社会福祉、障がい者・
高齢者・児童福祉など
の費用

総務費
5万6,588円

町が通常必要とする
全般的な経費

教育費
4万2,602円

学校教育や社会教育・
体育などの費用

衛生費
3万7,632円

健康や衛生的な生活環
境を維持する費用

消防費  2万 538円
諸支出金  1万 9,688円
農林水産業費  1万 5,914円
商工費  4,854円

町民１人あたりにして
みて見ましょう！

平成24年3月31日現在の富士川町の
人口16,479人で計算しました

町民 1人当たりの
歳入　47万 5,351 円
歳出　46万 4,096 円

《
歳
入
》
に
つ
い
て

《
歳
出
》
に
つ
い
て
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街路金手小林線・国道 52 号交差点から町道青柳長沢
線まで開通 （ 6月～／土木費）

穂積地域の緊急用へリポート （ 8月完成／消防費）

本庁舎非常用発電機 （H24. 2 月完成／総務費）

かじかの湯リニューアルオープン （ 7月～／民生費）

利根川スポーツ公園テニスコート
（ 6月完成／教育費）

富士川町朝市よりみちマーケット開催
（ 9月～／商工費）

平成 23年度に行われた
主な事業の実績決算
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富士川町財政の
健全化判断比率
を公表します。

　自治体の財政破たんを未然に防ぎ、
悪化した団体に対して早期に健全化を
促すため、「地方公共団体の財政の健
全化に関する法律」の施行とともに、
健全化判断比率として4つの指標およ
び公営企業の経営状況を示す指標の公
表が義務付けられています。
　平成23年度決算に基づいて算定さ
れた富士川町の財政健全化判断比率な
らびに資金不足比率は次のとおりとな
りましたのでお知らせします。
　すべての指標で国の定める基準を下
回りましたが、今後もより一層財政の
健全化に努めてまいります。

◆資金不足比率
会　　計　　名 富士川町の指標 国の経営健全化基準

水道事業会計
簡易水道事業特別会計
営農飲雑用水事業特別会計
下水道事業特別会計
箱原農業集落排水事業特別会計

全会計ともに資金の
不足はありません 20.0％

用語の解説
実質赤字比率
　市町村の一般会計などの赤字の程度を指標化し、財政運営の深刻度を示すものです。この比率が高くなるほ
ど赤字の解消が難しくなってくるもので、より多くの歳出削減策や歳入の増加策を講じるとともに、解消の期
間も長期間にわたる可能性が高くなるなど深刻な事態になっているということになります。
連結実質赤字比率
　全ての会計の赤字・黒字を合算し、市町村全体としての赤字の程度を示す比率です。この比率が高くなるほ
ど、より多くの歳出削減策や歳入の増加策を講じなければならなくなり、また、その解消期間も長期間にわた
る可能性が高くなります。
実質公債費比率
　市町村の借入金の返済分などの大きさを指標化し、財政負担を見るための比率です。この比率が高まると財
政の弾力性が低下し、他の経費を節減しないと赤字団体に転落する可能性が高まるなどの一般会計の資金繰り
の危険度を示す指標です。
将来負担比率
　市町村の借入金や将来支払っていく可能性のある負債分を指標化し、将来の負担を示すものです。この比率
が高い場合、将来こうした負担額を実際に支払っていかなければならないので、今後の財政運営が圧迫される
など問題が生じる可能性が高いといえます。
資金不足比率
　公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模である料金収入の規模と比較して指標化し、経営状況を把握す
るものです。この比率が高くなるほど、料金収入で資金不足を解消するのが難しくなるので、公営企業として
経営に問題があることになります。

※　富士川町の「実質赤字」「連結実質赤字」は黒字であるため比率値は表記しません
※ 1　標準財政規模…人口や面積の規模から算出される、自治体が通常の行政サービスを行うために必要な収入額
※ 2　実質赤字…「歳入」－「歳出」
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町
で
は
、
下
記
の
日
程
で
こ
こ
ろ

の
健
康
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
眠

れ
な
い
・
食
欲
が
な
い
・
ゆ
う
う
つ

な
気
分
・
イ
ラ
イ
ラ
す
る
…
な
ど
気

に
な
る
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。
希
望
さ

れ
る
方
は
事
前
に
予
約
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
ご
家
族
の
相
談
で
も
結

構
で
す
。

●
日　
時

　
①
11
月
29
日
（
木
）

　
②
12
月
4
日
（
火
）

　
③
12
月
13
日
（
木
）

　
午
後
1
時
〜
4
時

　

 （
相
談
時
間
1
人
1
時
間
の
た
め
、

定
員
3
名
ま
で
）

●
場　
所

　
保
健
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

●
相
談
員

　
心
理
臨
床
オ
フ
ィ
ス
・
ル
ー
エ

　
臨
床
心
理
士　
深
沢
孝
之
先
生

　
お
よ
び
町
保
健
師

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
保
健
課　
☎
22
│
7
2
0
7

　町の東部地域開発整備構想のなかで平成26年度中のオープンを目指し準備を進めている道の駅について、名称
は「道の駅　富士川」と決定しました。建設については、年内の工事発注に向けて準備が整ったところです。
　峡南地域の玄関口として、「人・物・情報」が行き交う交流拠点を目指し、整備を進めていきます。

◆「人・物・情報」が交流する複合施設へ
　施設の概要は、敷地面積約18,000㎡、鉄骨造2階建て、建築面積2,250㎡の規模となり、情報コーナー、特
産物の展示販売コーナー、軽食コーナー、トイレ、水防施設などを備えた複合施設になります。
　県内外から多くの人々が訪れることを見込み、町の観光情報をはじめ、歴史や文化などの情報を発信するとと
もに、特産品の販売などを予定しています。

◆文化財「太鼓堂」をイメージ
　建物の特徴としては、外観の一部を県の文化財である「太鼓堂」の雰囲気を取り入れています。
　また、太陽光パネルの設置、冷暖房には※地中熱ヒートポンプを取り入れランニングコストの削減に努める、
環境に配慮した施設です。

◆町道からも進入が可能に
　進入路は甲西道路、富士川大橋方面から左折の進入が可能です。出口は、甲西道路方面のみとなります。中部
横断自動車道増穂以南開通後には、下り線（至南アルプス方面）のパーキングエリアと連結します。

※地中熱ヒートポンプとは
　 1 年を通して水温が約 15℃と一定に保たれている地下水の温度を利用した空調設備で、その熱交換を行う
装置が「地中熱ヒートポンプ」と呼ばれています。

◆問い合わせ先　建設課まちづくり推進室　☎22－7203

名称「富士川」

「
こ
こ
ろ
の
相
談
会
」
を

開
催
し
ま
す

〜
人
・
物
・
情
報
が
往
来
す
る

交
流
拠
点
に
向
け
て
〜

道
の
駅

名称「富士川」

中部横断自動車道
（至南アルプス方面→）

至富士川大橋↓
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事
業
所
な
ど※6月支給分から

　翌年の5月支給分まで

従

業

員

税を考える週間　講演会のお知らせ
　税に対する認識を高めていただくための講習会
を開催します。どなたでも参加できます。
日　時：11月13日（火）午後1時30分～
会　場：身延町総合文化会館
講　師：一部　身延山布教部長　吉村明悦上人
 二部　鰍沢税務署長　　木本　忠氏
◆問い合わせ先　鰍沢青色申告会　☎22－8515

青色決算・消費税説明会のお知らせ
日　時：12月7日（金）午後1時30分～
会　場：富士川町商工会館
◆問い合わせ先　鰍沢税務署　☎22－3191

平成 24年分　年末調整説明会
　町では鰍沢税務署と共同で給与事務担当者を対
象とした「平成24年分年末調整説明会」を次の
とおり開催します。

日　時：11月27日（火）午後1時30分～
会　場：富士川町民会館
※年末調整関係用紙は、午後1時から配布します。
　また、説明会翌日以降は、税務課窓口でも受取
ることができますのでご利用ください。（源泉所得
税、法定調書関係書類は、直接鰍沢税務署にお問
い合わせください。）
◆問い合わせ先 鰍沢税務署　☎22－3191
 役場税務課　☎22－7205

町　
②
税
額
の
計
算

③特別徴収税額通知

④給与から天引き

①給与支払報告書の提出

（ 1月 31日まで）

③特別徴収税額通知

（ 5月 31日まで）

⑤税額の納入

（毎月 10日まで）

特別徴収事務の流れ

　
特
別
徴
収
と
は
、
事
業
主
（
給
与
支

払
者
）
が
毎
月
の
給
与
を
従
業
員
に
支

払
う
際
に
、
市
町
村
か
ら
通
知
さ
れ
た

金
額
で
個
人
住
民
税
を
給
与
か
ら
天

引
き
し
て
納
入
し
て
い
た
だ
く
制
度

で
す
。

◆
事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

　
地
方
税
法
の
規
定
で
は
、
原
則
と
し

て
所
得
税
を
源
泉
徴
収
し
て
い
る
事

業
主
の
方
は
、
住
民
税
（
町
民
税
＋
県

民
税
）
を
特
別
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
住
民
税
は
、
町
が
税
額
を
計
算
し
、

従
業
員
ご
と
に
通
知
を
行
い
ま
す
。
所

得
税
の
よ
う
な
計
算
を
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す

・ 

従
業
員
の
方
が
納
税
の
た
め
に
、
金

融
機
関
に
出
向
く
必
要
が
な
く
な

り
ま
す
。

・
納
め
忘
れ
が
な
く
な
り
ま
す
。

・ 

特
別
徴
収
は
納
期
が
12
回
な
の
で
、

一
度
に
納
め
る
額
が
少
な
く
て
す

む
た
め
、
負
担
が
減
り
ま
す
。

◆
従
業
員
の
皆
さ
ま
へ

　
現
在
、
毎
月
の
給
与
か
ら
所
得
税
は

引
か
れ
て
い
る
が
、
住
民
税
は
ご
自
身

が
納
め
て
い
る
と
い
う
方
は
、
勤
務
先

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課　
☎
22
│
7
2
0
5

11月11日～17日は
税を考える週間です！
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青少年育成富士川町民会議からのお知らせ

11 月は「子ども・若者育成支援強調月間」です。

　富士川町では、11月の「子ども・若者育成支援強調月間」の取り組みとして、あいさつ・声かけ運動を行います。
　大人のあいさつや声かけなど、ちょっとした行動が子どもたちの心に安心感を与え、青少年を非行や犯罪被害か
ら守ることにつながります。まず大人から、子どもたちにあいさつや声かけをしていきましょう。

◆青少年育成富士川町民会議の取り組み◆
　11月8日、15日（午前7時40分～8時10分）に、町民会
議青少年部会と青少年育成推進員が町内小・中学校の校門に立ち、
登校してくる子どもたちに明るいあいさつ運動の呼びかけを行い
ます。町民の皆さまも、地域で子どもたちを見かけたら、朝の一
声をかけてあげてください。

成果があった『青少年育成区民会議集会』
今年度の区民会議の内容
　7月6日を皮切りに、町内18地区で延べ625名が参加して開催しました。地域が子どもを守るために何が出来
るか真剣に話し合いがされました。各地区で出された貴重なご意見は今後の青少年育成活動に活かしていきたいと
考えております。地区の皆さま、ご協力ありがとうございました。

地 区 名 開 催 日 内　　　　　容　　（　テ　ー　マ　）
鰍 沢 北 7／ 6 子どもと大人の関わり方
鰍 沢 中 〃 地域の子は地域で守り育てる
鰍 沢 南 〃 子どもが安心・安全に過ごせる地域づくり
中 部 〃 小学校の存続と地域資源の活用
五 開 〃 携帯電話とインターネットの危険性
青 柳 町 ３ 7／11 食育を考える
青 柳 町 ５ 〃 子どもたちのための地域づくり～地域と子ども達の輪を広げる～
穂 積 〃 子どもと家庭・地域と学校
長 沢 7／13 子どもたちが安心・安全に過ごせる環境づくり
天 神 中 条 7／14 地域の子は地域で守り育てる
大 椚 〃 世代をこえて地域の絆を強くしよう
青 柳 町 １ 〃 災害に対する家庭と地域と学校の連携
大 久 保 7／16 家庭・地域・学校の絆を深めよう
青 柳 町 ２ 7／17 携帯電話のルール作り
小 林 〃 家庭と地域・大人ができること
青 柳 町 ４ 7／19 地域のつながりを取り戻そう
最 勝 寺 〃 子どもと大人の関わりつくり
𣇃 米 7／22 地域が子どもを守るために何ができるか

◀
み
ん
な
笑
顔
で
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
（
増
穂
小
）

ポイント 青少年育成富士川町民会議って？
　青少年育成富士川町民会議は、地域ぐるみで
子どもを見守り育てる活動をしています。
青少年育成推進員って？
　青少年育成推進員は、各区から選出され、地
域の青少年と接しながら、地域住民と一体に
なって青少年健全育成に取り組んでいます。

◆問い合わせ…青少年育成富士川町民会議事務局　☎22－5361（教育委員会内）
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［9月分］　

工　　　　事　　　　名 工事場所 請負金額（円）
（消費税抜き） 落 札 業 者

高区配水池・高区送水池潜水清掃及び点検業務委託 最勝寺・𣇃米 190,000 ノダック㈱東京営業所

鰍沢第 7地区　1年目工程業務委託 鰍 沢 9,250,000 ㈱甲斐コンサルタント

リサイクルステーション設置工事 町 内 1,180,000 ㈱ナガワ甲府営業所

富士川町かじかの湯ろ過機ろ材取替工事 鳥 屋 860,000 大 栄 設 備 ㈱

町道長沢 25 号線水路改修工事 長 沢 2,190,000 ㈱ 加 藤 建 設

畔沢農作業道整備工事 鰍 沢 7,450,000 鶴 田 組 建 設 ㈲

東川排水区雨水幹線管渠布設工事 青 柳 町 17,650,000 源 工 業 ㈱

　

先
日
、
ラ
ジ
オ
か
ら
「
東
京
都

文
京
区
が
全
国
初
の
妊
産
婦
・
乳

児
専
用
避
難
所
を
設
置
す
る
」
と
い

う
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て
き
ま
し
た
。

「
え
っ
、
ほ
ん
と
？　

そ
れ
は
す
ご

い
！
」
と
思
い
ま
し
た
。

　
妊
産
婦
は
、
身
体
・
精
神
の
両
面

で
安
静
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
災
害
時
、
要
援
護
者
と
し
て

扱
わ
れ
る
高
齢
者
や
身
体
障
害
者
と

は
違
い
、特
別
な
扱
い
は
な
い
の
で
、

一
般
の
避
難
所
や
帰
宅
困
難
者
向
け

の
ス
ペ
ー
ス
で
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。そ
の
た
め
、

体
を
休
め
ら
れ
な
か
っ
た
妊
婦
さ
ん

や
、
赤
ち
ゃ
ん
が
泣
い
て
肩
身
が
狭

か
っ
た
と
い
う
母
親
も
多
く
、
他
の

避
難
者
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
こ
と

も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
文

京
区
で
は
、
災
害
時
に
区
内
に
あ

る
女
子
大
学
に
、
妊
産
婦
と
乳
児
に

限
っ
て
滞
在
で
き
る
避
難
所
を
開
設

す
る
こ
と
に
し
た
の
だ
そ
う
で
す
。

看
護
師
や
助
産
師
の
派
遣
に
つ
い
て

も
関
係
機
関
と
協
定
を
結
び
、
妊
婦

や
母
子
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
と
ケ
ア
、

母
乳
ケ
ア
等
に
も
あ
た
る
と
の
こ
と

で
す
。
更
に
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

の
粉
ミ
ル
ク
な
ど
の
備
蓄
も
…
。

　
こ
の
よ
う
な
新
た
な
試
み
は
男
性

だ
け
の
区
会
で
は
な
か
な
か
難
し
い

と
思
い
、
文
京
区
会
議
員
の
構
成
を

調
べ
て
み
ま
し
た
。な
ん
と
34
人
中
、

女
性
議
員
は
3
分
の
1
強
の
12
人
で

し
た
。

　
「
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女

性
の
参
画
の
拡
大
」
に
つ
い
て
、
国

も
県
も
男
女
共
同
参
画
の
重
点
目
標

に
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
将
来

に
わ
た
り
持
続
可
能
で
、
多
様
性
に

富
ん
だ
活
力
あ
る
社
会
を
築
く
た
め

に
は
、多
様
な
視
点
の
導
入・新
た
な

発
想
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
不
可
欠

だ
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
女

性
を
は
じ
め
と
し
た
多
様
な
人
材
を

活
用
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。

　
し
か
し
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に

は
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
実
で
す
。

政
府
の
東
日
本
大
震
災
復
興
構
想

会
議
に
は
15
人
中
女
性
は
1
人
、
中

央
防
災
会
議
に
お
い
て
は
26
人
中
2

人
。
山
梨
県
防
災
会
議
委
員
55
人
中

女
性
は
ゼ
ロ
。
各
分
野
の
長
が
委
員

に
な
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
？

　

災
害
に
備
え
る
こ
と
は
、「
誰
も

が
生
き
や
す
い
社
会
」
の
一
端
を

担
っ
て
い
ま
す
。
女
性
も
地
域
の
い

ろ
ん
な
こ
と
に
参
画
し
、
差
別
の
な

い
、
誰
も
排
除
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

社
会
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

入 札 結 果 を 報 告 し ま す

妊産婦専用
避難所の新設！

富士川町男女共同参画準備委
員会事務局（町民生活課内）

家屋を取り壊したときは
「家屋滅失届出書」の提出を

　固定資産税は毎年1月1日現在において、町内に土地や家屋などを所有している人に課税されます。
　町では、町内を巡回して現況確認に努めていますが、正確な課税のためにも、建物の現況に変化が生
じた場合は、下記税務課資産税担当までご連絡ください。
●家屋を取り壊した場合は、印鑑を持参のうえ税務課窓口で『家屋滅失届出書』を提出してください。

　◆問い合わせ先　税務課資産税担当　☎22－7205
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11/18㈰ 大柳川やすらぎの里

もみじ祭り
開催時間：8：30 ⇒ 15：00
会場：大柳川やすらぎ水辺公園（鳥屋地内）

臨時バスを運行します
【役場本庁舎前⇔会場】
［行き］
8：00 本 庁 舎 14：30
↓ ↑
8：10 分 庁 舎 14：20
↓ ↑
8：20 中部住宅 14：10
↓ ↑
8：30 会 場 14：00

［帰り］

★のんびり歩こうもみじの里ウォークラリー
●参加受付時間：午前8時30分～10時30分　　●受付場所：メイン会場（事前の申込みは不要です）
●コース紹介：9kmコース・6kmコース ※完歩者には、富士川町特産品（ゆず）やかじかの湯割引券をプレゼント

★青空市場（※雨天中止）
　地元でとれた農産物、手づくり郷土食などを販売します。

★郷土料理「みみ」コーナー
　 「福をすくう」という縁起のいい郷土料理、十谷風ほうと
う「みみ」をデポジット方式で販売します。（200円で
販売し、容器返却時に100円お返しします）

★しそジュースサービス

★ますつり大会
　約500匹のますを放流します。
　参加料：大人1,000円（中学生以下無料）
　時　間：午前9時～午後2時
　※釣具・えさは持参してください

★ゆずの里まつり ★氷室の郷ふれあい祭り

大
根
抜
き
取
り
体
験

11/18㈰ 11/25㈰
開催時間：10：00 ⇒ 14：30
会場： 小室山妙法寺境内（小室地内）

開催時間：10：00 ⇒ 14：30
会場： みさき耕舎（平林地内）

ゆ
ず
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

　
数
当
て
ク
イ
ズ

ぴ
っ
か
り
高
木
と
い
し
い
そ
う
た
ろ

う
が
登
場

ぴ
っ
か
り
高
木
と
い
し
い
そ
う
た
ろ

う
が
登
場

もみじ祭り
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甲州富士川まつり
開催時間：9：30 ⇒ 14：30
会場：利根川公園スポーツ広場

マ
イ
バ
ッ
ク
を

ご
持
参
下
さ
い
。

ゆずの里　大釡ほうとう大会（200円）
　環境にやさしく資源有効利用のために、100円の預かり金（容器をお貸しします）を含み200円にて販売
します。容器を返却していただくことで100円をお返しする『デポジット方式』で行います。
　大釡ほうとうの食材は、㈱はくばく様、JAふじかわ様、加賀美しめじ園様よりご提供いただいています。

十谷地区郷土料理「みみ」（200円）
　大柳川渓谷がある「十谷集落」に伝わる伝承料理。小麦粉をこねて農具の箕の形にし、たくさんの季節の野
菜と田舎味噌で煮込みます。

≪おもな催しもの≫
◆富士川市場～ 商工会・企業・各種団体などによる特産品

の展示販売
◇フリーマーケット ～遊休品のみ～
◆ふるさと自然塾出張工作体験コーナー
　　～木の枝を使ったストラップ作り～親子で参加できます
◇EM発酵液の無料配布 ～環境を考える会・エコ21～
◆熱気球搭乗コーナー ～本会場北側
◇つきたておもち（有料） ～各地区テント～
◆農産物市場 ～町の農産物販売～
◇模擬店コーナー ～多彩な出展～
◆伝統文化芸能発表 ～よさこい・和太鼓演奏など～

『ぴっかり高木といしいそうたろう』総合司会（AM9：30～）
　山梨＆富士川町住みます芸人　×　甲州戦記サクライザー
　［ヒーロー］×［芸人］　ライブ
　　①AM10：30　　②PM1：30
※駐車場は　 ニスカ駐車場   ますほ文化ホール
　をご利用下さい（シャトルバスにて送迎）
◆お問い合わせ　商工観光課　☎ 22－7202

11/11㈰

新登場

大人気

大笑い

eco
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加瀬あおいちゃん
6歳

（青柳町）

　金の折り紙をちぎってはって、
大きな十五夜のお月様を作りまし
た。2匹のタヌキがお月見をして
いるところです♪

山梨に来る前は…
　東京でカフェや料理教室など食に関する様々なイベ
ントを主催していました。「心と体と地球にやさしい食」
をコンセプトに、食を通じて、自分の健康はもちろん
地球規模の問題についても、全て今の私達の生活とつ
ながっていることに気づき、自分の暮らし方を見つめ
直す機会を作りたいと活動していました。

山梨県富士川町に住むキッカケは？
　夫婦で農的暮らしの宿をやる夢があり、山が好きな
のと都心から人を呼びたいことから、山梨県を選びま
した。昨年3月に初めて富士川町を訪れ、その風景に
魅了されました。何度か訪れるうち、地域や社会のた
めに活動しているいろんな方に出会い「この人たちと
一緒にこの町で暮らしたい」と思うようになりました。
毎月通って出会った人との繋がりからご縁をいただき、
今は青柳町のお宅に間借りしつつ、高下でゲストハウ
スを始め、小室山妙法寺でカフェも始めました。本当
にたくさんの方々のご協力があって、今があると感じ
ています。人とのご縁に心から感謝！　です。

今後の目標は？
　ゲストハウスと寺カフェで地元や県内外の方と交流
するうち、ますます富士川町が好きになり、私達のよ
うにこの町に移住する人を増やしたい！　いや増え
る！　と本気で思っています（笑）まずは、最近少し
ずつ定着してきた寺カフェを通じて、皆がこの町の魅
力を再発見したり、人が繋がり合う場を作ることで、
地域も町も人も元気になっていけたらと思います。

寺カフェ「Earth Kitchen　@妙法寺」
　～地域も町も人も元気になる !!～

◆開　催　毎月2～3回（要予約）11：30～ 14：30
◆場　所　小室山妙法寺庫裡（小室地区）
◇連絡先　080－2569－4036（山口）

山口　博子さん（青柳町）
　富士川町の魅力をたくさんの人に伝えたい

～　人とのご縁に感謝　～
◇富士川町をどう思いますか？
　富士川町に勤務になって感じたことなんですが、町
のみなさんが温かく、またスポーツが盛んで、元気が
ある町だと思いました。

◇富士川町に期待することは？
　［産業］［官庁］［学校］が一体となり、より良い「ま
ちづくり」の実現を目指してほしいです。

◇ご趣味、好きなスポーツは？
　最近ゴルフを始めました。よく殿原のショートコー
スに通って練習しています。

◇将来の夢は？
　地域や社会の役に立てるような人材になれるように
日々の仕事を丁寧にするよう心がけています。

◇何かアピールしたいことは？
　私ども山梨信用金庫のキャッチコピー「“ありがとう”
をこれからも」の気持ちを大切に頑張っていきたいで
す。

寺カフェの様子

深澤　輝義  29歳
［山梨信用金庫勤務］

Vol. 29
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【
短　

歌
】

犬
小
屋
の
中
に
も
も
か
の
サ
ン
ダ
ル
が
菜
っ
葉
の
よ
う
に
萎
れ
て
い
る
も

 

仙
洞
田
紀
子

寝
苦
し
き
一
夜
が
明
け
て
そ
の
朝あ

し
た

猫
が
ぐ
っ
た
り
道
端
に
眠
る

 

斉
藤
さ
よ
子

と
な
り
や
の
解
体
工
事
の
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
腹
に
ひ
び
き
て
暑
さ
な
お
ま
す

 

大
森
ま
つ
ゑ

【
俳　

句
】

釣
瓶
落
し
長
き
橋
な
り
早
よ
渡
ろ 

斉
藤　

富
雄

水
打
つ
や
ふ
て
ぶ
て
し
く
も
通
る
猫 

深
沢
き
の
江

門
火
焚
く
い
つ
も
一
人
の
宵
炎 

志
村　

政
子

【
川　

柳
】

五
湖
の
水
文
化
遺
産
へ
澄
み
わ
た
る 

坂
本　

倉
栄

ク
ー
ラ
ー
が
な
い
が
自
慢
の
エ
コ
家
族 

若
林　

久
子

淋
し
い
な
記
憶
た
ど
れ
ぬ
「
ア
ン
タ
ダ
レ
」 

志
村　

隆
子

『読書の技法』佐藤優著　　『神様のカルテ 3』
『64（ロクヨン）』横山秀夫著　　『ワークシフト』
『カンパニュラの銀翼』アガサクリスティー賞
『「平穏死」の 10の条件』
『小澤征爾さんと音楽について話をする』
『高倉健インタヴューズ』
『伏』（映像化）　　『マザーズ』金原ひとみ著
『パーフェクト・ブルー（映像化）』宮部みゆき著

話題図書ぴっくあっぷ！

【ゴルフ】
富士川町体協秋季町民ゴルフ大会
（10月7日㈰・カントリークラブグリーン・バレイ）
◆個人の部
　一　般 優　勝　村松　章史（天神中条）
 準優勝　志村　穣二（青柳町2・3丁目）
　シニア 優　勝　志村　穣二（青柳町2・3丁目）
 準優勝　川住　和久（大椚・青柳1丁目）
　レディース 優　勝　山村葉津美（天神中条）
 準優勝　志村貴美子（鰍沢）
◆支部対抗の部
 優　勝　天神中条
 準優勝　最勝寺

【お知らせ】
第 3回　富士川町駅伝大会開催

日時：11月11日㈰　甲州富士川祭りと同時開催！
　　　午前10時増穂西小学校前をスタート
※町内各地を走ります。沿道での応援をお願いします。
※ 駅伝大会のプログラムについては、11月 7日頃に新聞
折込で配布します。なお、教育委員会、役場本庁舎・
分庁舎にもご用意しますので、ご利用ください。

【お詫びと訂正】
　広報10月号のスポーツコーナーにおいて「弓道男子
団体」欄の「梶本亜斗」とあるのは「梶本阿斗」の誤
りでした。訂正してお詫び申し上げます。

古雑誌を差し上げます
（無料）

・おひとり 3冊以内
・11月 16日（金）

～ 23日（金）まで
・図書館内（ 1階）

10月27日（土）～11月9日（金）

第65回　山梨県体育祭り
町村の部　総合優勝

町村の部において
富士川町が3連覇を
達成しました！

◀
昨
年
の

　

駅
伝
ゴ
ー
ル
の
様
子

11 月 10 日（土）
午前 10時半～ 11時
町民会館 1階和室

秋のおはなし会を
楽しみましょう

　2012　
第66回

読 書 週 間
標語　ホントノキズナ

おはなし会
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●
民
俗
芸
能

　

 

𣇃
米
銭
太
鼓
保
存
会
、
鰍
沢
ば
や

し
保
存
会

●
朗
読

　
朗
読
の
会
す
ず
ら
ん

●
歌
謡

　
増
穂
一
芸
会

●
演
劇

　
富
士
川
町
さ
く
ら
劇
団

●
詩
吟

　
富
士
川
詩
吟
愛
好
者
の
会

【
イ
ベ
ン
ト
情
報
】

■
11
月
23
日
（
金
・
祝
）

ア
ー
ト
で
元
気
！
「
秋
の
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
開
催
！

開
催
時
間　
午
前
9
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
午
後
3
時
ま
で

会　
　
場　
文
化
ホ
ー
ル
庭
園

　
今
年
の
春
、
好
評
だ
っ
た
フ
リ
マ

の
第
2
弾
で
す
。
今
回
も
多
彩
な
出

店
者
が
揃
い
、
会
場
の
雰
囲
気
を
盛

り
上
げ
る
各
種
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も

あ
り
ま
す
。秋
の
楽
し
い
ひ
と
時
を
、

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
11
月
25
日
（
日
）
午
後
2
時
予
定

町
民
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

「
富
士
川
町
ス
タ
イ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
2
0
1
2
」
入
場
無
料
・
自
由
席

　

文
化
ホ
ー
ル
初
企
画
！　

町
民

が
モ
デ
ル
と
な
っ
て
行
う
ス
テ
ー

ジ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
。
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
応
募
者
で
あ
る
町

の
モ
デ
ル
た
ち
が
次
々
登
場
し
ま

す
。
出
演
者
も
客
席
の
応
援
者
も
一

緒
に
な
っ
て
盛
り
上
が
る
ス
テ
ー
ジ

シ
ョ
ー
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

【
チ
ケ
ッ
ト
情
報
】

■
12
月
9
日
（
日
）
午
後
2
時

年
忘
れ
・
ま
ほ
ら
の
森
笑
劇
場
「
〜

シ
ネ
マ
落
語
〜
立
川
志
ら
く
」

　

立
川
一
門
の
エ
ー
ス
・
立
川
志

ら
く
が
、
大
好
き
な
映
画
を
題
材

に
、
古
典
落
語
と
有
名
な
映
画
作
品

を
コ
ラ
ボ
さ
せ
て
高
座
で
熱
演
し
ま

す
！

指
定
席
3
，0
0
0
円
（
文
化
ホ
ー

ル
友
の
会
・
5
名
以
上
の
団
体
＝

2
，8
0
0
円
）
未
就
学
児
不
可
。

■
11
月
17
日
（
土
）
〜
19
日
（
月
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
8
時

　
※
19
日
は
午
後
4
時
ま
で

◇
開
催
場
所　
町
民
会
館

◇ 

展
示
内
容　
文
芸
・
生
け
花
・
写

真
・
書
道
・
絵
画
・
陶
芸
・
児
童

生
徒
作
品
な
ど

◇
お
茶
席　
17
・
18
日
の
2
日
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時
ま
で

■
11
月
18
日
（
日
）

　
午
前
11
時
30
分
開
演

◇
開
催
場
所　
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル

※
入
場
無
料

◇
内
容 

 

富
士
川
町
文
化
協
会
所
属

団
体
及
び
一
般
に
よ
る
舞

台
芸
能
部
門
の
発
表

出
演
団
体　
※
順
不
同

●
舞
踊
部
門

　

 

富
士
川
舞
踊
連
盟
、
志
保
己
会
、

秋
月
会
、
桜
扇
会
、
加
登
里
会
、

甲
州
Y
O
S
A
K
O
I
凛
舞
増

穂
、よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
部
鰍
沢
、

鰍
沢
民
踊
部
、
ク
ラ
ッ
シ
ク
バ
レ

エ
部
、
小
林
陽
子
身
体
表
現
研
究

会
、
花
宝
会
（
一
般
）

富士川町ますほ文化ホール
☎ 22－8811　FAX22－8815
http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp/

ますほ文化ホール通信

発
売
中

【
春
の
フ
リ
マ
よ
り
】

第3
回

町民
文化
祭

のお
知ら
せ

特
別
展

『
深
澤　
昌
廣　
水
彩
画
展
』

● 

深
澤　
昌
廣
（
ふ
か
さ
わ
ま
さ

ひ
ろ
）
氏

　

 　
鰍
沢
地
区
在
住
の
水
彩
画

愛
好
家
と
し
て
数
々
の
公
募

展
で
入
賞
し
、
現
在
、
山
梨

美
術
協
会
会
員
、
日
本
水
彩

画
会
山
梨
支
部
会
員
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

深澤　昌廣　作「山里の秋」

鰍沢ばやし保存会

問
い
合
わ
せ
先

　
富
士
川
町
文
化
協
会

　
（
教
育
委
員
会
内
）

　
☎
22
│
5
3
6
1

文
化
展（
増
穂
地
区
）

芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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児
童
虐
待
の
報
道
は
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。
全
国
的
ば
か
り
で
な
く
、
山

梨
県
内
で
も
児
童
虐
待
に
関
す
る
相

談
件
数
は
年
々
増
加
傾
向
で
す
。

◆
虐
待
は
大
き
く
4
種
類
に
分
け
ら

れ
ま
す
。

①
身
体
的
虐
待

暴
力
に
よ
り
身
体
に
傷
を
負
わ
せ
た

り
、
生
命
に
危
険
を
及
ぼ
す
よ
う
な

行
為

②
性
的
虐
待

性
的
な
行
為
や
関
係
を
強
要
し
た
り
、

性
的
な
写
真
を
撮
っ
た
り
す
る
行
為

③
ネ
グ
レ
ク
ト

保
護
の
怠
慢
や
拒
否
・
放
置
な
ど
に

よ
り
子
ど
も
の
健
康
状
態
や
安
全
を

損
な
う
行
為

④
心
理
的
虐
待

ひ
ど
い
言
葉
で
子
ど
も
の
心
を
傷
つ

け
た
り
、
無
視
す
る
こ
と
で
不
安
に

陥
れ
た
り
す
る
行
為

　
『
怒
鳴
り
声
や
、
叩
く
音
、
子
ど
も

の
泣
き
声
が
い
つ
も
聞
こ
え
る
』『
子

ど
も
に
内
出
血
に
よ
る
あ
ざ
や
不
自

然
な
傷
が
み
ら
れ
る
』『
子
ど
も
の
身

体
が
極
端
に
や
せ
て
い
る
』『
子
ど
も

の
衣
服
や
身
体
が
い
つ
も
汚
れ
て
い

る
』『
小
さ
な
子
ど
も
を
残
し
て
よ
く

外
出
す
る
』『
夜
遅
く
ま
で
一
人
で
遊

ん
で
い
る
』
こ
の
よ
う
な
児
童
虐
待

を
疑
わ
せ
る
状
況
に
お
気
づ
き
の
方

は
、
迷
わ
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
虐
待
は
虐
待
さ
れ
る
子
ど

も
の
傷
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
虐
待

を
し
て
し
ま
う
側
も
、
心
身
に
も
社

会
的
に
も
大
き
な
傷
を
負
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
う
な
っ
て
し
ま
う
前
に
、

お
気
軽
に
連
絡
先
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

※
そ
の
他
の
虐
待
ダ
イ
ヤ
ル
に
つ
い

て
も
「
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
」
情

報
広
場
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

健康いきいき
情 報

健康いきいき
情 報

　
「
食
改
さ
ん
」
と
親
し
み
を
込
め

て
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
地
区
の
行
事

な
ど
で
、
お
い
し
い
食
事
を
作
っ
て

く
れ
て
い
る
食
改
さ
ん
に
出
会
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
食
改
の
活
動
は
、
食
生
活
を
通
じ

た
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

す
。

　
食
に
関
す
る
知
識
や
技
術
を
習
得

し
、
家
族
や
ご
近
所
へ
広
げ
、
地
域

全
体
が
元
気
に
暮
ら
せ
る
よ
う
活
動

し
て
い
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
国
民
健
康
・
調
査
に

よ
る
と
山
梨
県
は
全
国
一
、
塩
分
摂

取
量
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な

り
、
さ
ら
に
昨
年
度
の
食
改
の
活
動

に
よ
っ
て
富
士
川
町
は
県
内
平
均
よ

り
も
味
噌
汁
の
塩
分
濃
度
が
高
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を

受
け
て
食
改
で
は
地
域
に
お
い
て
、

塩
分
の
適
切
な
摂
取
量
を
普
及
す
る

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
食
改
で
は
老
壮
大
学
を
受
講
さ
れ

た
皆
さ
ん
に
正
し
い
塩
分
摂
取
量
に

つ
い
て
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
（
人
形
劇
）

や
ク
イ
ズ
形
式
で
楽
し
く
、
わ
か
り

や
す
く
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　

ま
た
塩
分
濃
度
が
高
い
（
1
・

2
％
）、
ふ
つ
う
（
1
・
0
％
）、
低

い
（
0
・
7
％
）
味
噌
汁
を
用
意
し

て
、
味
比
べ
を
し
て
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
、
高
い
味
付
け
で
は
、「
う
ち

の
味
噌
汁
は
こ
れ
く
ら
い
。」
と
い

う
方
が
多
く
、
低
い
味
付
け
で
は
、

物
足
り
な
さ
を
感
じ
る
方
も
い
ま
し

た
が
、薬
味
の
ネ
ギ
を
入
れ
る
な
ど
、

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
お
い
し
く
食

べ
ら
れ
る
こ
と
も
知
っ
て
い
た
だ
け

ま
し
た
。

　
味
比
べ
に
よ
る
塩
分
量
は
と
て
も

わ
か
り
や
す
い
と
好
評
で
、
わ
が
家

の
味
付
け
を
見
直
す
き
っ
か
け
に

な
っ
た
と
い
う
方
が
多
く
減
塩
効
果

が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
食
生
活
で
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　
食
改
が
活
躍

す
る
イ
ベ
ン
ト
や
教
室
が
地
域
で
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
一
緒

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
食
生
活
か
ら

始
め
る
健
康
づ
く
り
を
す
す
め
ま

し
ょ
う
。

今月は、深澤保健師です。

今月は福祉保健課
健康増進担当です
☎ 22－7207

11
月
は

児
童
虐
待
防
止
月
間
で
す

子
育
て
支
援
課

☎
22
│
7
2
2
1

（
夜
間
休
日
も
対
応
し
ま
す
）

児
童
相
談
所

☎
0
5
5
│
2
5
4
│
8
6
1
7

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0
│
0
6
4
│
0
0
0

（
24
時
間
対
応
、
最
寄
の
児
童
相

談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
）

▲老壮大学における食改の講義の様子

▲味噌汁の塩分量や味の比較を行いました

食
生
活
改
善
推
進
員
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

山
梨
県
は

塩
分
摂
取
量
が
日
本
一

見
直
そ
う
！

わ
が
家
の
味
噌
汁

皆
さ
ん
も
ご
一
緒
に
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増穂南小・運動会
　10 月 7 日、増
穂南小学校にて穂
積地区と合同の運
動会が開催されま
した。
【写真】
全校リレー

鰍沢中部小・運動会
　10 月 6 日、鰍
沢中部小学校で運
動会が開催され、
地域住民も参加し
ました。
【写真】
よさこいソーラン

増穂小・青少年非行防止標語
　10月11日、増穂小学校にて「最
勝寺駐在所ふれあい連絡会」主催
の青少年非行防止標語の授賞式が
行われ、6年生の一之瀬英人君が
最優秀賞を受賞しました。
標語　「青少年優しく見守る地域
の目」

増穂西小・運動会
　10 月 7 日、増
穂西小学校で運動
会が開催され、地
域住民も参加しま
した。
【写真】
一輪車演技

鰍沢中・赤ちゃん抱っこ体験
　9月 24 日「思春期体験学
習」が、かじかざわ児童セ
ンターで行われ、鰍沢中学校
の 3年生 37 名が赤ちゃんを
抱っこしたり、おむつ変えを
体験したりして、赤ちゃんと
ふれあいました。

佐野夢加選手講演会（増穂中）
　9月 18 日、ロンドンオリン
ピックに出場した佐野夢加選手
が母校である増穂中学校にて交
通安全教室と講演会を行いまし
た。講演会では自身の競技人生
を振り返り、「夢を諦めないで、
続けることが大切」と生徒達に
エールを送りました。

鰍沢小・運動会
　9 月 29 日、鰍
沢小学校にて運動
会が開催されまし
た。
【写真】
親子障害物リレー
「バランスとって
ホイサッサ」

増穂西小・稲刈り体操
　9月 29 日、平林地区の棚
田にて、増穂西小学校の親子
など 19 名が稲刈り体験をし
ました。今年の 5 月に児童
たちで田植えをし、今回は稲
刈りをし、半年を通しての稲
を育成することで、お米作り
の大変さを学習しました。

平成 24. 11 月号　No.32（18）



お詫びと訂正
　広報 10月号 8ページ「障害者虐待防止法」の欄で、「擁護者」
とあるのは、「養護者」と訂正し、お詫び申し上げます。

善意ありがとう
　次の方から心温まる善意をお寄せいただきまし
た。心から感謝申し上げます。
◆町へ
一金　　10 万円　大森繁樹様（長沢）
　亡父、竹一様のご遺志により、町の福祉のために
一金　　10 万円　秋山泰人様（東京都）
　亡母、盛枝様のご遺志により、町の振興のために

戸籍の窓
自 9月 1日　至 9月 30 日　届出（敬称略）
　　　　　　　　　　　※住民登録者のみ記載

おめでた（出生）
 地　区 氏　名 性別 保護者
 天 神 中 条 笹本　　塁 （る　い） 男 聖
 〃 中 　陽人 （はると） 男 学
 長　　　沢 小宮山瑞樹 （みずき） 男 俊
 大　　　椚 望月　來舞 （らいぶ） 男 学
 青　柳　町 棟方　颯士 （そうし） 男 隆　士

およろこび（結婚）
 地　区 氏 名 （ 旧 姓 ）
 長　　　沢 久保田　孝 かおり （ 小 林 ）
 〃 大森　　晋 恵　理 （ 杉 田 ）

おくやみ（死亡）
 地　区 氏　名 年齢 届出人
 最　勝　寺 深沢　歲一 77 宏
 天 神 中 条 安𠩤小三郎 89 安原明美
 〃 深 　　昭 85 鉄　　男
 𣇃　　　米 中 まゑ 96 中澤　修
 〃 深澤荘太郎 76 学
 長　　　沢 秋山 のぶ 86 信　　行
 〃 織田　靜雄 64 か な め
 〃 大森　竹一 84 繁　　樹
 大　　　椚 望月　啓規 61 み ほ 子
 青　柳　町 秋山かつよ 100 正　　義
 〃 穐山八千代 92 定　　文
 小　　　室 時田　 雄 83 敏　　彦
 高　　　下 樋口　富雄 75 昭　　仁
 鰍　沢　中 中村　 津 95 賢　　司
 五　　　開 堀口　力也 59 幸　　江

ひとのうごき（10月 1日現在）

人　口 16,618 人 （－  6）
　男 8,040 人 （－  1）
　女 8,578 人 （－  5）
世　帯 6,289 戸 （＋ 11） ※ (　)内は対前月比

11 月は「労働保険適用促進期間」です

労働保険に加入しましょう
　労働保険は、業務上や通勤による労働者の負傷・病気の補
償（労災保険）、労働者の失業時の補償、雇用継続のための
給付、事業主への助成（雇用保険）等を行う公的保険です。
　労働者を 1人でも雇用している事業所は労働保険への加入
が義務付けられています。未加入の場合はお早めに加入手続
きをしましょう。
◆問い合わせ先 鰍沢労働基準監督署　☎ 22－3181
 ハローワーク鰍沢（鰍沢公共職業安定所）
 ☎ 22－8689

第 14回　ライトダウン甲府バレー 2012
～大事なものは宙（そら）に～

　屋外の照明をなるべく消し、美しい星空を取り戻そうとい
う「ライトダウン甲府バレー」。全国でも類をみない取り組
みです。星空はさまざまなことを私たちに教えてくれます。
この日は、みんなで灯りを落として、星をみあげ、大切なも
のを思いだしてみましょう。

11 月 3日（土）　消灯時間　20：00～ 21：00
　山梨県立科学館、甲府市南部市民センター、笛吹市岡公民
館、山梨市駅前などの各会場でイベントがあります。
（イベント時間　18：00～ 21：00）
　詳細は、ライトダウン甲府バレーウェブサイトをご覧くだ
さい。http://lightdown-kofu.org

一般家庭メンテナンス技能講習会
　サッシ・網戸のメンテナンス、襖、障子の張替えや水廻り
の清掃など、効率的な作業の方法を講義と実技で習得し、就
職・就業を目指します。
◆日　　時  11 月 6日（火）～ 16日（金）の土、日、月を

除く 8日間
◆会　　場 富士川町大法師センターハウス
◆対 象 者 就職・就業を希望する 55歳以上の高齢者
 ※ ただし、公共職業安定所に事前の求職登録が必要です。
◆受 講 料 無料
◆定　　員 20 名
 ※可否通知は郵送します。
◆申込締切 11 月 1日（木）
●申込み・問い合わせ先
 公益社団法人山梨県シルバー人材センター連合会
 ☎ 055－228－8383
 公益社団法人峡南広域シルバー人材センター
 ☎ 22－8701
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増穂小学校運動会において、ロンドンオリンピックに出場した佐野夢加選手が児童との競争を行い、走るこ
との楽しさを伝えました。（9月 29日）

3 歳くらいまでのお子さまの写真を募集しています。

松澤　紗
さ
菜
な

ちゃん
（ 1歳 1カ月・長沢）

父　隼人さん・母　若菜さん

渡邉　　佑
ゆう

くん
（ 1歳 3ヵ月・鰍沢北）
父　眞魚さん・母　利佳さん

http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp　Eメール：webmaster@town.fujikawa.yamanashi.jp

秋山　雅
まさ
冶
や

くん
（ 2歳 4カ月・平林）

父　道彦さん・母　啓子さん

長谷川渚
なぎ
沙
さ

ちゃん
（ 6カ月・小林）

父　典道さん・母　美子さん

の わ

編
集
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行
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